
三島市

平成 27 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子供を育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続し

ている。現・元 PTA 役員、おやじの会会員、現・元自治会長、市議会議員などが推進員として、学校

と地域と保護者とをつなぐ役割を果たし、地域学校協働活動につなげている。特に、地域住民と大学

生ボランティアによる学力の向上や家庭学習の習慣づくり、放課後の居場所づくりのための「とくら

寺子屋（放課後学習）」、子供同士の思い出づくりや地域住民との交流を目的にイベントを行っている

「徳倉キッズクラブ（通学合宿・季節の行事）」など、校区に住む子供の健やかな成長を地域全体で

見守り、支えている。また、これらの活動は支援本部立ち上げ前から行われてきたもので、地域に根

付いた活動となっており、子供たちの安全・安心にもつながっている。
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(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支えていくため、「地域学校

協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、PTA、おやじの会、スクールガード、読み聞かせボ

ランティア、とくら寺子屋、徳倉キッズクラブ、徳倉ボランティア隊

・地域学校協働本部実行委員会を年４回開催。

・地域学校協働活動には、地域住民や大学生ボランティアが多数参加し、子供

とともに活動を行っている。

・平成 27年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・地域住民と大学生ボランティアによる放課後学習を年間で１５回程度行い、

学力の底上げと家庭学習の習慣づくりを図ると共に、放課後の居場所づくり

も担っている。

・徳倉キッズクラブという任意団体が中心となり、地域全体で子供たちを見守

ったり、成長を促したりするため、通学合宿や季節の行事を行っている。

・豊かな心を養うため、絵本の読み聞かせやワークショップを行っている。

【成果】

・地域住民や保護者(PTA)が積極的に学校に関わろうと、それぞれの活動に関

心をもち、多くの方が参加している。

・子供たちがどの活動も楽しみにしていて、参加率が高い。また、子供たちか

ら積極的に地域住民と関わりをもとうとする様子が見られ、よい関係性が築

かれている。

(4) その他

特記事項


